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上 手 だ よ り

夏休みは自然体験と家族の絆を深める機会に！
校 長

朝早くからセミの合唱が聞こえてくる頃となりました。子どもたちは，７月２１日から４２日間の
夏休みに入ります。子どもたちはどんな思いで夏休みを待っているのでしょうか。
昭和４０年代， 私が少年時代を過ごした頃，子どもの遊び場は，もっぱら近くの広場や野山や川

でした。山に入り，空気てっぽうづくりに夢中になったり，正月でもないのに毎日のようにカッタ（カ
ルタ）をしたり，数取り・陣取りで走り回ったり，学校のプールは遠かったので近くの川で泳いだり，
魚を捕まえたりしました。山に探検と称して入り，帰りが遅くなって親からこっぴどく叱られたこと
もありました。また，私が住んでいたのは，温泉の町だったので自宅にお風呂はなく，毎日温泉通い
でした。夏は日も長く，夜道を歩きながら川のそばに来ると蛍が無数に飛び回っていました。時に，
温泉帰りに買ってもらうアイスクリームが夏の暑さと温泉でほてった体を冷やしてくれて本当におい
しかったことを覚えています。
時代が変わり，子どもたちの生活環境も変わってきました。海や川に涼を求めなくても，家でク－

ラ－にあたりながら，アイスクリ－ムでも食べていた方がよっぽど涼しくて快適であるかもしれませ
ん。また，スポ－ツ少年団活動や習い事などで，夏休みといっても制約を受ける状況があるかもしれ
ません。しかし，上手には，自然体験ができる場所が多く残っています。私自身，春の桜、５月の梅
ちぎり、学校の水場での蛍発見、校長宅前での猿との遭遇、子どもたちも学校の校庭や友達の家の近
くで楽しそうに外遊びをしている様子を見かけます。ちょっと昔に帰った気がします。
子どもの頃に，ぜひ，多くの自然体験や原体験をさせたいものです。真夏の焼け付くような太陽の

下で，汗をしたたらせながら，自然の中で多くの体験をして感動を味わってもらいたいと思います（熱
中症に十分に注意して・・・）。子どもの頃の自然体験は，豊かな感受性や郷土愛を育み，自然環境
を考えるきっかけを与え，生き方の指針にもなるにちがいありません。
また，夏休みは，家族が一緒に過ごす時間が長くなります。この機会に，親子や家族の会話を多く

し，絆を深める機会にもしてほしいと思います。
子どもたちが，夏休み中，たくさんの感動体験をして，視野を広げ心身ともにたくましくなって，

２学期の始業式を迎えることができるよう期待します。

＜子育てのことば＞
家庭での学習習慣づくりのポイント４・・・「家庭学習の基盤は、家庭での豊かな会話にある」
子どもたちが、宅習で困っていたら、遠慮なく教えてください。分からないことを聞いたり、

調べたりする力や、宅習を通しての家族の会話も生まれます。保護者が、子どもの力を知る機会
にもなります。

８月の行事予定
２日（月）出校日

１１日（水）～１３日（金）学校閉庁日
２０日（金）出校日
２１日（日）家庭教育学級中央・東ブロック講演会
２４日（火）東京パラリンピック開幕
２９日（日）ＰＴＡ奉仕作業（８：００～１０：００）

※ 学校閉庁日は、学校に誰もおりません。薩摩川内市内の
公立学校全て閉庁となります。ご承知置きください。



※ ７月１７日（土）雨の中、一二三会奉仕作業を実施して頂きました。学校が綺麗にな
りました。ありがとうございました。

田植え
６月２５日

（金）、梅雨の
晴れ間が味方
して、田植え
を予定通り実
施することが
できました。
子供達は溝下
糯を昔ながら
の手植えで植
えました。高
齢者クラブや
ＰＴＡ事業部

の皆様の御協力のお陰です。このような体験的な
学びは、子供達の心に残ります。子供達が大きく
なって、子供時代に思いを馳せる時、きっと温か
い思い出となることと思います。ありがとうござ
いました。

さようならエリック先生
本校ＡＬＴ（外

国人英語指導者）
のアメリカ人、○
○先生が、７年間
の薩摩川内市勤務
を終了されまし
た。７月１３日が
本校での最後の勤
務となり、ささや
かなお別れ会を実
施しました。日本
語が堪能な○○先
生が「悲しい」と

再三言われていたのが印象的でした。今後は、英
会話学校の取締役となられるとのことです。奥様
と生まれてくるお子さんとお幸せに！
Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ ｓｏ ｍｕｃｈ！

前期・後期交流
ふるコミ

ュ科の学び
として、前
期（低学年）
と後期（中
学３年生）
の交流があ
りました。
本校出身

の中学３年
生が母校上
手小に来校

し、レクリエーションで子供達と交流を深めまし
た。中学生はその後、校内の清掃活動まで行って
くれました。本市の小中一貫教育の目標「中学生
は小学生に優しく、小学生は中学生に憧れを持っ
て」が、形となった貴重な時間でした。

給食試食会・水泳大会・ＰＴＡ
家庭教育学級の給食

試食会を７月８日、水
泳大会は雷雨のため延
期して７月１４日に実
施しました。
家庭教育学級では、

懐かしい給食を味わ
い、家庭料理の参考に
したい等の意見が寄せ
られました。
水泳大会では、楽し

く水と遊んだり、真剣
に泳いだりする姿が見
られました。学びの成
長が感じられました。

空き瓶回収

７月１０日（土）は、特別警報が出るほどの豪
雨で、学校もお休みとなりました。しかし、翌１
１日（日）には梅雨明け宣言が出されました。そ
してこの日に予定通り、ＰＴＡ空き瓶回収が行わ
れました。御協力のお陰で、２０３１本の空き瓶
が集まりました。益金は、子供達のために大切に
使わせて頂きます。ありがとうございました。

人権教室
７月５日（月）は

中・高学年、１２日
（月）は低学年の人
権教室を行いまし
た。講師は、市の人
権擁護委員○○さん
です。
今後の社会は「共

生」が大きなテーマ
です。自分との違い
を認めるということ
は、他者を「尊敬」
するということで
す。上手小学校の子
供達には、尊敬の気
持ちを大きく育てて
いきたいと思いま
す。


